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本研究では，⽣体システムの⾼度な機能を活かした新たなバイオミメティック⼈⼯システムの構
築を⽬指しており，⾼度好塩菌の細胞膜から抽出して得られる光受容膜タンパク質バクテリオロド
プシン(bR)を⽤いたバイオミメティック光センシングデバ
イスの開発を進めている。

半導体プロセス等の過酷な条件に弱いバイオマテリアル
は⾃在にパターニングすることが課題であった。しかし，
これまでの我々の研究でインクジェット法によるbRの⾃在
なパターニングに初めて成功し，インクジェット塗布によ
ってbRが劣化することなく膜作製が可能であることを報告
し，従来膜と遜⾊のない特性を有することを報告した1,2。
今回，このインクジェットパターニング技術を利⽤した，
視覚センサの構築について報告する。

インクジェットパターニングにはFujifilmDimatix製
DMP-2831マテリアルプリンタを⽤い，⼤気中で⾏った。bR

分散液（約2.5 g/l）をカートリッジに充填し，ITO基板上にパターンを塗布した。視覚センサのパ
ターンとして，物体の輪郭認識機能を持つDifference of Gaussian　(DOG) フィルタ，及び物体の動態
認識機能を持つGaborフィルタ（図１）を作製した。センサパターンを描画した２枚の印刷基板を
作製し，その間にスペーサーを挟み，間に緩衝剤を添加した塩化カリウム溶液を加えることで視覚
センサデバイスを構築した。DOGフィルタでは，図２に⽰すよう
な電流特性が得られた。これはX-cell型の網膜神経節細胞受容野
が⽰す応答特性と類似しており，インクジェットパターニングに
よってbRを⽤いた視覚センサが構築可能であることが⽰された。
Gaborフィルタについてもパターン等の印刷条件を調整して視覚
センサを作製した。

これらの視覚フィルタに関するインクジェット法による作製⼿
法に関する詳細，並びにその特性について議論する予定である。
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図１: (a) 網膜神経節細胞と外側膝状体，及び(b)単純型

細胞のON中⼼受容野の図。これらの細胞の中⼼は
明刺激に対して反応し（緑の領域），周辺の領域は
暗刺激に対して応答する（橙の領域）。これらの受
容野の形状はそれぞれ，DOG関数とGabor関数で
正確に表すことが出来る。
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図２：Gaborフィルタの電流応答特性。３回ま

では線形に上昇した。

第78回応用物理学会秋季学術講演会 講演予稿集 (2017 福岡国際会議場)6p-A413-8 

© 2017年 応用物理学会 11-209 12.1


